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ず
る
・
勿
れ
と
命

b
、
か
く
て
所
溺
十
汀
ル

シ
の
数
合
争
議
を
醸
し
-
k
b
。
そ
の
総
ド

ロ
ー
ス

Jγ

は
ミ

Y

一γ
y
に
庄
選
コ
れ
し
昔
、
一
八
三
八
年
一
月
二
十
八
日
の
閥
令
仁
於
で
は
却
て
故
寄
り

i
l
-
-
J
f
v
 

議
、
歩
と
な
ん
¥
事
貨
の
上
に
於
て
新
王
ア
リ
ー
ド
リ
と
・
山
γ
イ
ル
r-... 

)j.〆

ム
第
阿
世
は
諮
問
数
従
の
一
安

求
を
持
一
れ
v
t
b
q
斯
く
て
バ
イ
ヱ

シ
倒
王
ル

i

ド
ウ
ヰ

t

)1--

の
推
薦
に
よ
b
λ
パ
イ
ヤ
ア

の

儒

.L-γ
イ
ッ
セ
ル
、
乃
弘
，
ド
ロ

ー
ス
テ
の
後
住
と
な
れ
1
9
0

H
o
r
s口
口

ω
のの山
ω
m
o
Jよ
」

レ

U

L

L

、t
A

、.

伊
}
」

t
j
子

会
a

ご
月
」
み
』
日
ハ

ル
ツ
郎
総
怒
候
倣
な
り
''o、
け
ん

.2Mg矢
口
口
仏
今
回
ρ
ぺ
去
に

‘ 

近
合
一
泉
村
に
生
れ
、
荷
物
裁
松
川
家
の
子
な
ん
。

年

の

時
仁
そ
の
地
は
仰
悶
仁
占
領
せ
ら
れ
、

後

カ

ム
ボ
・
ブ
オ
ル
ミ
オ
依
約
に
上
ん
之
仁
実
併
せ
p
り
れ
た
1

り
o
Y
イ
ッ

ル
の
青
年
時
代
に
あ

ヅ
僧
侶
皐
絞
主
事
大
J

り
し
リ
}
バ
ア
マ
シ
に
し
て
、

~~ 

-b
て
最
も
多
〈
蕊
陶
&
受
け
し
は
マ
イ
ン

ヱ
ル
ザ
ア
ス
人
た
る
リ

1

バ
ア
マ
ン
は
、
同
一
蹴
列
強
が
マ
イ
ン
タ
を
再
び
濁
逃
聯
邦
文
ち
し
め

し
乙
止
を
憤
I

り
し
と

ιあ
ん

J

、
防
一
て
が
イ
ッ
セ
ル
宅
亦
濁
放
民
放
的
戚
念
を
侠
を
、
一

1
1

、A
L

旬、
3
J

J
Z
6
Jノ
'
勾

一
プ
イ

y

州
に
於
て
ド
ロ

^ 
ル
ム
第
一
二
世
の

!
λ
テ
E
L
総
説
せ
る
閥
王
プ

!
ド
?
と
9

咋
〆
ヰ
ル

処
仁
如
仙
念
州
問
を
裁
て

ん
と
す
る
や
、
そ
の
計
査
に
輿
ら
も
d
b
を
。

査
し
グ
イ
ッ

セ

ル
は
宗
殺
の

然
仁
意
力
せ
る
の
み
に
し
て
、
純
然
北
る
政
治
土
の
問
題
に
は
痛
邦
子
『
戚
廿
な
る
が
如
く
然
-b

マ
イ

Y

時
ノ
感
絞
の
創
究
者
拡
リ
!
バ
ア

γ
y
I
ζ

同

b
く
ヱ

ル
ザ
ア
ス
人
大
る
俗
五

の
0
日
日
常
に

し
て
、
感
校
は
僧
侶
養
成
部
の
外
仁
、
普
諮
問
me
部
4

ど
も
設
け
花
L
リ。コ

ル
マ

i
Mも
り
}
バ
ア
マ
ン
号

サ
一
ハ
に
倒
閣
に
於
て
政
府
の
俗
侶
を
方
一
右
す
る

ζ

と
と
な
れ
る
を
探
ば
ポ
'
J
O

av 

リ

!

川

ア
マ

y

は

上
告
の
好
、
ま
せ
紛
ふ
以
唯
救
命
の
自
由
、
わ
る
の
み
、
の
O
け
ご
い

0
5
口一

n
r
g
5
0
F
と
い
ハ
凶
山
O

吋
円
。
山
内
M
G
山
け
弘
氏

対一円わ
y
o

と
の
主
義
を
そ
の
要
議
と
な
せ

c
、

J

A
ノ
カ
イ

r

ル
の
思
料
ゅ
は

セ

八
4

八
年
十
八
歳
に
し

て
マ
イ

y

y
の
感
校
を
卒
業
せ
し
時
仁
於
て
会
く
定
、
ま
J

り
、
大
人
物
の
例
と
し

て
、
以
後
統
制
山
部

に
土
I

り
て
戚
ル
W
3
れ
柁
る
の
形
跡
な
く
一
八
二

O
年
以
来
秋
舎
の
自
由

k
澱
粉
せ
る
雑
誌

ロ
日
開
仰
け
げ
O

〕
停
の
等
書
家
、
花
・
'
h
ノを
(
d
)
。
卒
業
の
め
闘
将
は
郷
里
』
に
あ
I

り
・
て
牧
民
の
専
に
従
怯
ん
と

せ
し
が
ゴ
Jレ

マ
!
の
命
仁
よ
よ
り
不
本
意
な
が
ら
ス
パ
イ
ヤ
ア
仁
新
設
の
中
感
校
の
教
師
と
な

れ

円。時。

然
る
に
職
務
に
地
勉
し
て
ー
成
績
を
泉
げ
し
よ
b
数
年
の
後
ス

し
て
婦
問
一
止
の
住
地
と
な
る
や
は
も
に
抜
熔
せ
ら
れ
て
、
鉄
職
、
仁
就
け
λ
ソ。

側
側
巡
中
央
総
の
探
働
者
保
畿
運
紛

ムハ山ハ吋

AVi--

‘R
h

，
 

u
f

ィ

~7の
一
時
ぴ
溺
立

Of 
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籾

池

中

央

総

の

拶

働

者

保

畿

運

動

…
八
四
一
一
年
春

Y
イ
ッ
セ
ル
の
キ
ヨ
ル

y

に
柴
崎
仰
せ
る
砂
岡
崎
ボ
シ
大
惑
の
神
的
争
部
強
に
キ

司
ル
シ
の
僧
侶
養
成
所
共
仁
八
ル
メ

i

え
主
義
勢
力
あ
l

り
し
が
新
大
僧
正
は
先
づ
ゑ
が
打
破

に
丸
信
カ
を
投
ぎ
一
山
一
一
百
人
の
僧
侶
に
懲
戒
を
加
へ
て
英
目
的
を
貫
徹
し
、
真
に
一
歩
を
進
め
て
僧

侶
の
教
育
を
越
山
一
次
の
主
義
仁
由
ち
し
め
ん
と
し
て
奮
闘
し
な
190

統
に
し
て
四
十
八
年
の

革
命
は
辿
れ
I

り屯、ずイ
y

セ
ル
は
組
問
統
一
運
動
に
向
て
は
極
め
て
冷
淡
な
ら
し

6
革
命
の
組
る

や
臨
む
・
に
起
て
之
を
利
用
し
て
数
舎
の
権
利
を
擁
護
せ
ん
t

に
せ
p

り
。
初
め
一
八
四
一
一
一
年
新
刑

法
の
時
中
案
一
ア
イ
シ
地
方
の
反
抗
を
民
び
し
時
は
、
敢
て
表
一
曲
に
立
大
歩
、
却
で
問
主
に
上
奏
し

て
、
強
殺
の
大
僧
五
の
何
時
仁
川
ア
マ
4
1
1

グ
な
ら
ん
と
と
は
思
想
よ
勝
花
賞
阪
上
、
到
底
想
像
し

難
色
所
な
1

り
と
断
言
し
、
総
て
凶
十
八
年
仁
於
て
唱
革
命
運
動
は
み
心
を
排
斥
し
た
1
9
0

蛍
時
の

一
プ
イ
シ
州
の
縫
製
に
は
何
れ
の
候
補
者
宅
没
然
組
閣
の
自
由
統
一
一
閥
成
宮
様
移
し
大
憾
に
於

て
は
敢
て
信
仰
の
制
法
に
よ

b
て
遊
感
人
の
向
背
を
異
に
す
る
が
如
を
じ
ら
な
わ
よ
リ
を
。
印
も

キ
ヨ
ル
シ
市
に
於
て
は
大
俊
足
と
共
に
新
殺
徒
に
し
て
自
由
主
義
者
柁
る
首
相
カ
ム
プ
ハ
ウ

ゼ
ン
を
伯
林
の
窓
格
制
定
談
合
じ
選
出
し
忙
1

り
。
位
し
要
す
る
に
急
進
淡
と
立
窓
自
由
・
誠
一

に
保
守
仮
之
、
僧
侶
波
邸
も
護
教
滋
之
の
一
一
一
波
の
競
争
に
し
て
べ
替
数
速
効
の
中
編
主
な
れ
る
は

h-υA--

g
w
ど

、'一一一一 ， 

や
す
ル
ン
ド
於
て
市
民
、
中
砂
有
カ
家
mu

組
織
し
た
る
替
数
従
選
県
委
員
舎
な
J

り

て

態

蜘

は

被
選
制
に
よ
よ
り
、
五
月
一
日
議
場
人
を
披
設
し
、
同
八
日
議
員
を
選
出
す
る
の
規
定
窃
よ
り
し
を
以

布
の
委
員
合
政
四
月
'
ヤ
十
五
日
に
会
に
せ
る
、
調
選
堺
政
綱
仁
、

F
a
r
m
w
p
k
p
H
H
O
Z
A
W
H
r
g

て
(
c
v

て
ふ
懇
話
を
掲
げ
、
致
命
討
を
し
て
間
家
よ
λ

ソ
抑
制
立
せ
し
め
ん
乙
と
を
望
み
一
、
次
で
同
三
十
日
一
見
に

機
究
堂
義
に
じ
原
選
煤
・
人
に
ん
防
〈
右
の
政
抑
制
賛
成
の
人
物
の
み
を
推
選
ぜ
ん
乙
と
を
一
袋
め
柁

グ
イ
ッ
セ
ル
が
直
接
之
F
C
関
係
あ
ら
し
や
否
や
は
明
な
ら
・
?
と
雌
号
、
そ
の
麹
交
に
於
て

縫
製
に
際
し
、
数
舎
の
自
由
の
斜
に
努
力
せ
ん
r
と
を
僧
侶
に
命

b
た
る
を
見
れ
ば
締
紳
に
於
て

之
に
賛
成
な
ん
/
し
乙
と
は
山
一
回
を
袈
せ
や
/
し
て
明
忍
L

り
。
自
白
浜
急
進
訴
は
、
多
年
来
政
治
巡
動

に
狂
奔
せ
し
唱
僧
侶
波
の
越
感
運
動
は
僅
に
竿
筒
月
に
渉
L

ゲ
し
の
み
。

而
宅
ラ
イ
ン
州
の
市

部
と
郡
部
S
F

一
を
附
は
歩
、
急
滋
左
殺
の
勢
力
あ

6
し
地
方
を
除
〈
の
外
は
v

概
し
て
数
曾
採
の
候

術
者
常
幾
せ

b
よ
よ
ツ
、
一
隊
部
一
取
は
柳
わ
一
一
穏
を
喫
し
、
信
侶
を
腕
偵
し
得
る
脇
山
被
は
夙
に
政
熊

E
C

じ
て
恰
拐
の
機
関
を
H
A
ハ
備
せ
る
の
事
交
を
接
見
し
北

60

決
/
で
が
イ
ヅ
セ
ル
は
キ
ヨ
ル

Y

に
部
下
の
一
一
)
僧
五
を
食
し
て
協
議
せ
る
後
五
月
二
十
二
日

目
を
以
て
伯
林
に
召
集
せ
ら
れ
花
る
議
合
に
踏
み
し
に
、
部
下
の
一
人
な
る
バ
ト
デ
ル
ポ
ル

y

の

溺
ー
滋
中
央
制
ぬ
の
拶
働
者
保
護
運
動

すえ
る、...L.

"、も
-一‘、 」 が

自_'-"

b 
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m仰
巡
中
央
滋
の
努
働
者
保
護
沼
紛

俄

E
U
3勺
勺

R
Mも
亦
議
員
と
し
て
来
一
脅
し

t
tり@

、. . 
ι 

六
六
回

殆
ん
ど
岡
崎
に
マ
イ
シ
何
時
の
ブ
ラ
ン
ク
ア

ル
ト
仁
集
ま
れ
る
、
濁
一
巡
窓
訟
制
定
議
舎
に
は
阿

b
く
部
下
の
一
人
女
る
ミ
シ
ス
タ
ー
の
信
託

守
門
口
に
ぬ
門

プ
レ
ス
ラ
ー
ザ
の
俄
正
会
得
ロ
G
g
F
o
n
r
と
共
に
プ
ロ
イ
セ
シ
の
議
員
と
し
て
出
席
し

?ζ 

ら。

ブ
ラ
シ
グ
プ
ル
ト
に
於
て
は
複
数
供
錦
部
議
員
の
問
に
迦
れ
F

久
乙
れ
、
民
民
機
利
絵
第

• 
、，，

 

一
一
一
僚
を
談
ず
る
に
・
際
し
、
必
民
と
し
て
宗
教
上
の
椛
利
を
擁
設
す
る
の
必
要
を
・
米
な
る
宮
以
〈

な

bo 

允
弘
乙
の
越
山
阪
の
代
議
士
以
、
板
右
黛
よ
よ
ツ
中
央
左
設
に
…
企
る
ま
で
仰
れ
の
政
蹴
内

に
も
存
し
.
ヂ
ヱ
ペ
ン
プ
ロ
ザ
グ
の
周
般
に
よ
よ
り
て
鍛
ば
一
俊
仁
和
合
せ
し

4
所
溺
政
波
と
の

関
係
を
絶
て
る
に
は
あ
ら
や
ヘ
極
め
て
自
由
な
る
図
慨
を
構
成
せ
り
。

ふ
」
の

ω吋
江
口

0
3
0
ω

山
川
戸
口

ω
に

辺

ぇ

相
命
日
せ
る
よ

b
等
し
く
同
消
亭
を
合
令
所
I
L

せ
る
極
右
熊
と
協
同
し
そ
の
座
長
〈
-
W
仰向。三時
N

叉
務
数
減
の
合
A
V

に
6
座
長
大

ιし
IC-

一
五
ふ
は
大
な
る
誤
解
な
よ
リ
。
倶
換
部
員
と
一
五

pm
帯
別

に
名
綴
ゐ
tp
し
に
あ
ち
歩
、
そ
の
敏
一
一
一
一
四
十
名
仁
過
ぎ
歩
し
て
、
そ
の
各
仮
に
濁
せ
し
乙
と
は
却

ん

一

¥

¥

1
1
1
1
f
 

ei泳
法

て
目
的
を
賞
く
上
に
於
て
仮
出
品
を
胤
ハ
ヘ
し
名
の
h
B

如
し
。

日起よ

b
先
複
数
運
動
の
首
彼
等
は

大
に
奔
走
し
て
一
一
一
月
本
命
の
後
間
弓
な
く
、
マ
イ
シ
ω
ノ
仁
於
て
出
ga〈向日一口

と
稀
ず
る
議
激
俗

人
の
闘
機
を
迦
4
1

レ
笈
・
季
に
於
て
之
、
を
濁
滋
会
閣
に
及
、
ぽ
し
。

パ

ー

デ

ν
の
み
に
て
活
そ
の
激

四
百
、
合
員
の
数
十
兆
人
に
総
せ

60

と
れ
念
港
熊
の

ロ
肉
料
コ
円
く
巾
コ
比
一
一
以

に
抵
抗
せ
し
も
の
と
宅
見

る
可
く
、
倣
閥
式
の
民
衆
的
示
威
簿
一
効
を
用
ゐ
て
、
数
合
議
に
殺
育
の
自
由
を
獲
得
せ
ん
と
期
せ

而
し
て
プ
テ

Y

グ
プ
ル
ト
の
議
舎
に
於
て
~
僧
侶
燦
の
提
出
し
北
る
数
舎
と
山
部
数
的
総
計
一

と
を
岡
家
よ
t

り
濁
立
せ
し
め
ん
よ
し
の
動
議
は
議
員
の
多
数
が
政
数
問
題
の
浪
治
に
よ
'
h
，
て
、
立

窓
事
業
を
踏
鉄
せ
し
め
ん
乙
と
含
版
び
し
が
潟
よ
し
、
新
一
数
々
合
が
突
然
倒
家
と
の
関
係
争
ど
絶
つ

の
悶
難
な
る
T
ζ

、
殺
舎
を
濁
立
せ
し
り
ゐ
時
は
岡
家
の
側
に
於
て
一
真
に
防
衛
的
訟
律
注
制
定
ず

る
・
乙
止
を
W
討
す
る
と
の
理
由
に
よ

b
〈
、
委
員
舎
に
於
て
は
百
決

3
れ
し
号
、
そ
の
本
合
織
に
附

せ
ち
る
・
‘
、
や
之
に
闘
し
て
議
官
せ
し
も
の
凶
十
一
二
人
の
ラ
も
、
動
議
一
民
調
者
は
何
れ
告
議
殺
の

糊
州
立
ヤ
ト
よ
s

り
て
同
点
以
を
危
う
せ
ん
乙
と
を
試
を
、
越
山
一
次
は
数
合
図
家
各
々
そ
の
範
闘
を
守
ム
ソ

て
卒
和
的
に
共
存
し
得
可
し
と
て
之
を
駁
し
、
激
舎
に
・
自
治
を
花
ひ
の
不
訟
を
蜂
ム
一
一
口
し
、
議
激
信

37 

者
を
以
て
組
織
せ
る
、
ピ
ウ
ス
同
盟
舎
は
三
十
商
人
の
著
名
を
経
大
る
請
願
書
を
挽
泌
し
、
此
請

願
に
し
て
容
れ
ら
れ
安
ん
ば
別
仁
替
数
徒
の
み
を
以
て
凶
舎
を
組
織
せ
ん
と
の
色
を
示
し
大

bo

か
く
て
乙
の
請
願
拡
議
舎
を
動
か
し
自
由
主
義
の
絞
殺
従
は
何
れ
も
結
山
阪
の
主
張
を

界
れ
、
高
数
の
組
織
も
亦
時
代
の
精
紳
に
よ
L
リ
〈
動
‘
p
w
d

れ
ヂ
ん
ば
己
斗
m
w
u
る
可
し
E
P
U

て
私
に

獄

巡

中

央

熊

の

拶

働

者

係

議

選

一

防

ム

ハ

山

ハ

五
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制
制
品
崎
市
山
沢
絞
り
鍔
働
者
銀
総
運
動

t

太
武
球

必
を
安
ん
怜
」
1

り
。
念
総
議
松

9

勿
論
抗
依
然
宗
敬
的
結
祉
の
樹
立
を
一
野
叫
A
U
-
-

ん
'
之
し
、
結
局
数
宵
結
枇

集
曾
の
息
白
幡
立
し
越
山
波
以
前
盛
大
に
有
望
と
な
れ
よ
リ
。

守，..マ巴'...~

、、i

粉
啓
一
第
一
の
お
剰
な
る
キ
卦
ル

y
，
な
る
ペ
テ
ロ
寺
は
}
第
十
一
一
一
世
紀
の
中
設
を
以
之
、
安
機
式

を
梨
行
せ
し
港
第
十
五
社
組
以
来
建
築
を
中
止
し
、
大
革
命
の
蛍
時
倣
明
や
は
之
を
以
て
倉
庫
に

、
l
 一‘，

 

代
期
惜
し
た
ゐ
J

り
、
而
も
一
以
波
主
義
の
勃
興
よ

l
p
中
古

J

ゴ

チ

I

グ
式
美
術
の
呉
償
譲
揮
透
る
I
3

や
綾
築
工
事
機
絞
の
滋
あ
台
、
我
九
百
蒋
闘
の
戸
一
資
を
投

b
て
、
一
人
側
…
二
郎
ー
よ
ら
八

O
年
仁
一
旦

て
そ
の
工
を
娩
p

夕
、
税
光
の
殺
を
し
て
、
名
訟
自
稿
、
紘
一
馬
人
の
殖
民
的
部
曾
牝
る
キ
ヨ
ル

Y

が、出所

It ¥ 

数
上
、
思
惣
七
ム
羽
を
西
部
制
仰
逃
に
稲
ず
る
の
波
宮
松
見
せ
し
ひ
。

ン
伽
藍
建
築
怯
舎
を
惨
行
ナ
る
や
、
谷
信
徒
欄
般
の
代
表
者
を
糾
合
し
て
一
大
樹
撒
を
組
織
せ

似
し
て
二

1
L
J
L
ド
a
a
I

H
M
W
I
Eに
す

l

」

・

/
H
v
p
v
y
t
d
-
ベ
寸
ヨ
ゾ

t 

4・ 匂 ‘ 三 いけ J

'
ん
，
乙
の
議
起
よ
り
、
十
月
初
旬
初
め
て
マ
イ
ン

y
仁
組
側
越
金
土
議
滋
徒
の
第
一
線
舎
を
開
き
濁
滋

替
数
同
盟
合
々
創
立
し
北
九
位
し
乙
の
同
盟
舎
は
政
治
土
の
目
的
を
避
け
す
べ
て
の
藷
敬

従
を
刺
紘
し
、
一
一
一
月
革
命
の
結
柴
と
し
て
プ
テ
シ
グ
プ
ル
ト
議
舎
に
於
て
保
読
コ
れ
大
る
救
命
W

数
有
の
自
由
ま
擁
護
せ
ん
と
せ
よ
'
。
一
印
し
て
右
の
態
銀
法
食
仁
際
し
i

調
逸
俗
民
合
開
舎
の
議

マ
4
y
y
総
合
の
後
十
剖

N
ぶ・
1

心
て
ず
ユ
ル

y
プ
ル
ヒ
仁
集

J

玄

b
、
十
月
十
九

M-

港
亦
魁
よ
ツ
、

よ
f

り
十
一
月
十
六
日
ま
で
問
合
せ
る
借
庄
の
協
議
舎
に
於
て
は
が
イ
ッ
セ
ル
曾
長
席
に
就
を

決
議
の
主
回
目
は
岡
家
に
溺
ず
る
数
舎
の
関
係
は
分
離
じ
み
ら
み
F

し
て
濁
立
な

b
と
公

-
W

ド
ん
V

ふ
に
夜
ι
リ
て
、
而
し
て
殊
ビ
注
意
す
可
き
は
乙
の
借
豆
舎
は
敢
て
革
命
を
日
公
認
し
セ

60

僧
正
が
閲
家
よ
I

り
湖
立
せ
ん
乙
と
を
ぽ
ふ
り
は
-
即
も
下
級
僧
侶
に
鈴
し
て
威
一
臓
を
努
し
得
る
の

位
地
に
立
花
ん
が
斜
め
に
し
て
、
宮
崎
キ
ヨ
ル
シ
の
大
俗
足
額
に
あ
よ
ツ
て
落
牧
師
出
門
誌
の
氏
g J車

場以

下

Y
イ
ヅ
セ
ル
の
専
総
ド
ト
反
抗
せ
る
も
の
少
か
ら
ポ
ノ
。

ウ
ヱ
ッ
セ
ン
ペ
ル
'
ヒ
の
戚
化
な
ほ
行

は
る
、
バ
!
デ
シ
に
川
市
亦
同
一
の
反
抗
運
動
ゐ

b
し
も
が
イ

y

セ
ル
は
能
く
之
を
駿
ず
る
を

得
大
L
リ。

但
し
ず
ユ
ル

y
プ
ル
ヒ
の
合
議
仁
濁
し
て
は
り
2
日
山
口
肉
食
は
大
管
長
を
裁
を
て
濁
滋

プ
フ
シ
グ
フ
ル
ト
仁
於
て
制

間
我
々
舎
を
設
立
せ
ん

E
を
慾
滋
せ
し
が
怒
れ
ら
れ
も
、
c
b
ぬ
q
b

定
せ
る
初
逸
慾
訟
は
世
人
の
熟
知
す
る
が
如
〈
特
年
・
な
ら
合
し
て
密
交
と
化
せ
し
号
、
耐
宅
十

Q
U
 内。

二
月
五
日
伯
林
に
於
て
議
布
せ
る
プ
ロ
イ
セ
シ
の
欽
ゅ
ん
窓
岱
仁
溺
し
で
大
仁
影
響
す
る
所
あ

1

り
を
。

Y
イ
ッ
セ
ル
は
ず
ユ
ル
ヅ
プ
ル
ヒ
合
議
結
了
後
一
持
ぴ
伯
林
忠
弛
む
を
皆
殺
縫
員
の
中

枢
と
な
J

り
怒
務
制
定
の
事
業
に
鈎
し
て
大
に
そ
の
意
見
を
行
ふ
乙
と
を
得

t
b
u
議
し
議
舎

に
於
て
民
主
r議
中
の
有
力
な
る
領
袖
、
花

b
し

当
mv
日常

nw

胤
例
滋
中
央
悦
織
の
舷
W
T
働
者
・
保
・
殺
運
動

が
熱
必
な
る
一
議
設
信
者
と
し
て
底
緩

六
六
七
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れ
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一
年
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皆
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〉
ロ
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汐
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滋
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時
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と
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ス
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凶
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去
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プ

ロ

イ

セ
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政
府
は
、
ぞ
の
後
、
私
一
々
反
動
政
策
に
傾
向
己
、

八
五

O
年
一
月
ド
は
山
中
ね
件
前
を
移
民

j

-
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せ
し
号
、
そ
の
第
十
五
総
の
規
定
以
前

wm
棋
の
籾
定
仁
従
ひ
、
新
救
護
敬
一
闘
激
合
敢
に
樹
飴
の
山
市

教
上
の
紘
一
枇
拡
、
総
拝
、
数
育
、
滋
診
を
目
的
と
せ
る
設
備
の
所
有
立
に
基
金
の
伎
M

加
に
於
て
妨
げ

p

り
る
k
B

と
と
な
し
、
と
規
定
叫
に

6
0

諸
問
殺
徒
は
と
の
窓
徐
に
よ
よ
り
て
保
設
せ
ら
れ
大
る
権
利
を

擁
護
せ
ん
と
し
、
(
a
二

八
五
二
年
七
月
十
六
日
省
令
な
以
て
、
縁
部
大
医
M
W
W
己
目
印
吋
が
刷
機
'
生
に

到
し
、
耶
蘇
合
従
管
溜
の
皐
械
に
路
-
A
m

乙
と
か
を
・
祭
休
}
し
を
機
と
し
、
同
年
十
一
月
三
十
日
一
ア
イ

y
、

プ
ヱ
ス
ト
プ
ア
!
レ
シ
一
隅
州
選
出
窓
数
所
勝
第
一
一
院
議
員
六
十
一
一
一
人
は
問
。
一

n
Z
5
3昆
O
勺

兄
弟
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主立
に

ぐ
・
足
PHHZr円
O

仏
一
等
を
領
袖
と
し
て

¥ 

総
日
獄
中
央
鍛
の
附
労
働
者
保
畿
運
動

一
淡
を
起
し
、
盗
殺
阪
と
稀
せ
よ
ワ
。

え五
十

~IK: 
年
ぴ〉

)~庁
長月

tI 



F 

1
h
a司、

e

b

-

-

-

、
.

{

4

J

J

司、‘』曹、

E

、
手

42 

櫛

治

中

央

鉱

の

拶

働

者

保

議

議

劫

郡
長
議
舎
に
は
乙

B

の
阪
は
五
十
一
人
に
械
性
し
電
他
の
無
所
属
議
殺
徒
五
人
為

b
d
m
蹴
制
緩
と

共
に
品
川
巾
に
・
米
ム
ツ
投

b
て
自
衛
の
必
要
上
I

り
自
由
設
と
同
一
の
態
度
を
執
M
w
b
o

濁
逃
自
由
・
総

の
領
袖
と
し
て
侃
誇
の
議
を
以
て
中
外
に
問
え
な
る
オ
イ
グ
シ
・
り
と
タ
ー
が
青
年
の
時
一
ア
イ

y

江
上
の
汽
舶
に
同
乗
し
で
親
し
く
之
之
認
を
交
ヘ
文
ι
り
と
て
喜
べ
る
は
印
も
兄
ア
ウ
グ
ス

ト
、
一
ア
イ
ン
ス
パ
ー
が
!
な
よ
り
を
(
b
)
少
λ
パ

i

y

の
説
明
に
よ
れ
ば
爾
州
選
出
の
替
数
議
員
が

六
七
‘
O

一
娠
を
組
織
せ
し
は
丸
信
く
そ
の
。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
爾
俄
地
方
に
濁
し
て
孤
立
の
地
位
に
立
も
し

、も:-，，'"川油、

が
斜
め
に
し
て
(
C
)

五
十
八
年
自
由
主
義
内
閣
の
新
時
代
に
入

b
て
総
縫
製
の
行
は
る
h

や
)
替

数
扱
代
議
士
の
選
出

3
れ
し
唱
の
五
十
レ
七
人
、
時
一
に
自
由
主
義
者
ょ
ん
/
合
何
の
交
渉
あ
i

り
し
道

議
終
易
に
熟
せ
歩
結
局
之
を
謝
絶
す
る
に
決
し
食
'O(
寸
)
而
し
て
宗
淡
的
名
櫛
の
不
利
な
る
を

思
以
て
翌
年
よ

b
中
央
派
E
ζ

稀
せ
し
が
、
民
放
統
一
的
思
潮
の
昂
騰
す
る
仁
従
ぴ
、
次
第
に
婆
廃

. . 
.テガd

し
、
六
十
一
一
一
年
に
は
こ
十
七
人
六
十
六
年
に
は
十
五
人
に
減

b
六
十
七
年
よ
1

り
議
舎
に
後
影
を

見
公
る
の
状
態
に
陥
れ
よ
リ
。
乙
れ
小
閣
と
大
に
そ
の
事
情
を
異
に
す
る
の
鮪
に
し
て
、
バ
イ
ヱ

ル
ン
受
閥
殺
の
如
.
を
は
濁
逸
統
一
の
将
に
成
立
せ
ん
と
せ
る
}
八
六
九
年
-
C
於
て
、
幾
多
の
小

殺
を
合
同
し
て
組
織
せ
ち
れ
、
自
由
潔
に
反
謝
し
て
-
宗
擬
的
性
質
色
分
立
的
精
紳
と
を
擦
絡
し

回
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て
立
て
l
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(
C

忘
れ
貨
に
濁
越
の
報
機
合
振
ら
ん
と
ぜ
る
プ
ロ
イ
セ
ン

E

に
於
て
は
到
勝
見
る
可

か
ら
な
る
の
現
象
な
1

り
を
。

閥
氏
自
曲
線
の
主
飯
と
し
て
ど
ス
マ

I

グ
の
濁
逸
品
w
悶
建
設
事
業
を
封
印
助
せ
る
べ
ン
ユ
グ

セ
ン
と
阿

b
く
前
川
ン
ノ

i
V
J
ア
i

玉
岡
地
方
よ
J

ら
'
北
濁
逸
脱
邦
憲
治
制
定
議
合
仁
諮
問
せ

ら
れ
化
る
短
縮
に
し
て
怜
例
怒
る
一
人
物
ゐ
よ
り
。
円
初
日
〈
ハ
ン
ノ

l

グ
ア
!
政
府
に
社
へ
え
法

相
の
一
袋
職
仁
立
も
閣
下
の
骨
骨
格
を
布
せ

b
o

乙
れ
削
も
?
丘
三
町
三
一
日
丘
町
O

互
に
し
て
、
ル
/
イ
ン
卜

ホ
ル
ス
ト
ば
プ
ロ
イ
セ
ン
の
A

ン
ノ

l

w
ノ
ア
ー
を
併
呑
せ
る
営
陣
ば
宍
保
守
主
義
僧
侶
慌
の

多
数
の
新
政
熊
北
る
自
由
保
守
採
に
設
け
る
に
反

ιて
、
同
一
志
十
六
人
と
北
ハ
に
合
衆
闘
機
同
蚊

阪
を
越
し
大
I

り
。
而
ぷ
υ
替
数
徒
が
四
分
五
裂
各
政
波
仁
投
守
る
の
時
代
以
れ
し
く
継
続
せ
ホ
ノ
。

常
闘
の
創
立
と
相
前
後
し
て
、
緑
町
州
路
王
が
一
方
に
於
て
俗
界
君
侯
北
る
の
椴
利
を
失
ふ
と
共

に
他
方
に
於
て
弘
主
に
逝
訟
な
し
と
の
数
理
を
定
め
て
数
回
介
の
専
制
君
主
大
ら
ん
と
す
る
や
、

東
海
よ
よ
ツ
ア
ル
プ
山
川
艇
に
去
る
ま
で
す
べ
て
の
替
教
徒
は
相
関
給
し
て

仁

遅

れ
I

り'o

回
総
よ

6
先
、
一
八
六

O
年
一
一
…
月
以
川
一
日
中
ヨ
ル
シ
市
の
…
書
寅
M
O伯
作
目

U
V
M
W
R
5
5
はり山命

日制問。日ロ山印
n
y
o
M
W
M
符

g
t
c題
す
る
議
教
主
義
の
日
刑
政
治
新
閥
、
営
創
刊
し
、
一
八
六
九
年
一
月
ザ
日

大
・
命
日

一
政
殺
を
組
織
す
る

澗
逃
中
央
総
の
鰐
働
者
保
繰
越
鋤
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そ
の
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を
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内
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α
s
u
gぐ
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円
広
三
宮
口
問
と
改
め
な
2
9ど
れ
去
る
問
{
月
.
一

日
営
以
て
創
主

五
十
年
組
念
械
を
緩
行
せ
る
(
g
〉
大
新
聞
に
し
て
、
人
口
に
‘
胎
灸
せ
る
ギ
・
1
4

Jレ
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ν 
二F二
、
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ア

イ
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シ
グ
に
比
ず
る
も
敢
て
遜
色
な
く
今
な
ほ
越
山
波
印
刷
指
の
機
関
紙
閥
、
花

F
O
Q

し
-c 

Y弘、守、、
早‘

八
レ
心

O
年
六
月
十
一

日
の
同
一
新
開
は
諮
問
教
熊
領
袖
の

一
人
よ
ー
ヮ
寄
せ
ら
れ
文
る
"
も
の
な
f

り
と

て
弟
ペ

ー

タ

1
0
7
イ

-̂

シ
ス
パ
ー
が
!
の
機
究
を
登
載
せ
し
が
、
一
プ
イ
ヘ

ン

ス

バ

ゾJ、、

}ま

Oll 

も
、
今
や
北
側
側
逃
脇
邦
議
合
並
に
プ

ロ
イ
セ

y

議
舎
の
遊
感
は
目
前
に
出
向
}
れ
い
i

り、

プ
nv

イ
セ
シ

の
諮
問
激
徒
、
北
る
が
も
の
は
須
ら
く
一
一
致
困
給
し
て
欧
州
酬
を
定
め
、
第

一
、
数
舎
の
濁
立
を
総
持
し
第

J4. 

〕
一
、
山
市
激
的
数
育
地
じ
基
督
滋
的
族
制
に
濁
す
る
攻
撃
を
防
ぎ
〈
数
育
の
自
由
を
変
貌
せ
ん
乙

と
を
刻
し
、
第
三
北
郷
逃
聯
邦
の
制
度
を
掠
諒
し
て
、
中
央
集
権
制
仁
反
針
し
、
第
閥
、
行
政
制
度
以

地
方
分
秘
主
義
に
擦

b
て
町
村
郡
燃
に
自
治
制
を
行
只
第
五
、
厚
備
乞
縮
少
し
て
政
裂
を
節
減

ず
る
を
以
て
そ
の
大
綱
と
な
す
可
し
?
と
・
唱
ヘ
允
J
h
(
h
)
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か
く
て
プ
ロ
イ
セ

y

の
新
港
代
議
十

中
議
滋
淑
凶
十
八
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は
七
十
年
十
二
月
十
三
日
を
以
て
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伯
林
モ
!
レ

ン
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ス
ト
テ
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セ
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憲
熊
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次
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翌
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刈
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目
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w

d対
け
れ
れ

r
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今
日
自
民
nH

を
伯
林
に
於
て
夜
行
し
、
新
情
岡
談
合
の
明
治
製
に
向
て
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一一十

日
六
十
七
人
(
・
之
の
同
志
を
得
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濁
逸
LVW
回
議
合
中
央
総
I
C

稀
せ
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議
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λ を

開
始
し

月

シ
ト
ホ
片
ス

し
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乙
J
な
る
が
、
プ

ロ
イ
セ
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議
合
川
の
中
央
殺
が
ど
十
一
年
二
月
を
以
て
グ
ヱ

ル
サ
イ
ユ

ト
は
皆
J

初
よ
F

り
…
討
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員
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一
人
北

b
し
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七
同
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縫
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ず
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~
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ル
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ユ
仁
於
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欝
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俗
仰
削
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組
織
の
討
議
あ
I

り
と
体
問
し
て
瓜
は
ヤ
/
蚊
消
せ
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大
本
経
に
宛
て
法
王
俗
織
間
後
を
嘆
願
す
る
の
上
奏
女

k
捧
呈
せ
し
と
と
、
同
レ
七
月
八
日
プ
ロ

イ
ー位

y

政
府
が
こ
十
年
来
耶
蘇
令
徒
放
に
そ
の
滋
輿
を
保
談
、
し
来
れ
る
お
机
部
符
中
の
議
滋
局

を
厳
し
大
る

乙
I
/

」
、
レ
七
十
三
年
間
月
仁
翠
'
ヘ
滋
絵
第
十
五
係
等
を
燥
し

て
所
鵡
五
月
法
律
を
後

布
し
大
る
と
と
等
、
山
川
部
グ
Jレ

ツ
ー
ァ
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仁
関
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の
事
変
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懸
史
に
詳
越
し
あ

れ
ば
余
来
以
今
之
を
設
か
み
yo

〈
日
戸
・

u

〕)円。。ぺ
UPHHH山
口
内
「

mHn込山
ru
ロ

r
u
o
v
 
ω
・2ω

〈

C
e
V

同ロ日喝
O
U
H
H
M
o
r
Z
1

・H
Z
A
H
W
仏

肘
H，F
3
3
5
H
A日
ロ

1

・

、

内

J
V

，、

白

凶
t-' 

〈

0

・
〉
民
-
m切
p
v
p
u
g
向。三柄。一
5
0
8常

g
F
4
m
e

い
円

ω・

唾5

ハp
f
u

国

γ
5
6民
O
R
H
C
J
S
H
H

吋
円
。
っ
ロ
H・E
H
A
H
G
巳
己
守
司
「
、
p
o
H
d
u山
門

q
p
w
H
a
N
R
'
ω

・

，

o
f

』
九

J
q
H
H
・

同
ゆ

ou--u

相
脚
滋
中
央
黙
の
峨
労
働
者
保
談
議
針

ノ、

七

， 



e

k

h

?

一一
i

f

p

 

i
B
1
;
1
1・
t

・4

L

ぜ

;
s

i

-

4(; 

獄
潟
地
巾
央
訟
の
-
拶
働
者
一
保
議
運
税

ハ
0
・ 4

〉
〕
VH-mMun・7HMMザ
-
p
・

c・
】
∞
・
同
町
・

ハ
時
・
〉
阿
g
忍一一
F
J
4
M
H
M
2
g
E
-
m・

d
∞・

ハ
判
・
〉
問
。
z
u
o
Z
N静岡・

4
4
E
r
g
-
h
r
J切
符
・
寸
・

H
J
J
H
O
H
9・

ハ
f
・
〉
の
。

aNn，

U
S
O
S
S
H
g
-
的∞

A
F
H

十
お
・

ハ
山
・
〉
阿
HMOHVMVFMW・
O
-
m・
凶
∞
∞
・
ぐ
吋
何
日
の

S
S
P
P・
O
・
∞
・
ゅ
叶
・

~rHEdo-山内

ム
パ
必
凶

‘・・ ‘ 『・
1 ・・ l 、 乱

、 l

.--、
恒帽曙，

匝苛司

島睡躍1$

、ー~

. 

中
央
殺
の
数
合
調
立
吋
地
方
分
権
を
呼
枕
し
て
起
t
リ
し
替
の
な
る
と
と
以
上
述
の
如
く
、
な
る

が
、
そ
の
主
張
の
議
激
的
徽
皮
必
に
廿
郡
山
d

し
ζ

と
一
お
ふ
ま
せ
唱
な
し
、
而
し
て
同
議
創
立
の
前
後

に
あ
I

り
て
、
健
一
撃
を
阿
し
て
道
教
徒
の
奮
却
を
促
し
-
北
る
は
マ
イ
シ
ツ
の
俗
正

prく
・
対
応
斥
年

な
ろ
。
ケ
ッ
テ
ラ
ー
は
一
八
一
一
年
十
二
月
二
十
五
日
を
以
て
ミ
シ
ス
ダ
v
l

に
生
ま
れ
和
め

務
俸
を
感
げ
し
も
後
に
僧
侶
と
な
y

り
、
四
十
八
年
の
プ
ラ
ン
グ
プ
ル
ト
議
、
舎
に
列
し
五
十
年
を

以
て
マ
イ

Y

ヅ
の
俄
王
に
慰
げ
ら
れ
し
よ

b
、
誠
一
山
波
倣
袖
の
一
人
と
し
で
大
に
官
闘
し
石
十

一
年
バ

1
デ

y

第
十
四
阻
ょ
ん

J

新
・
ザ
閥
議
合
議
員
に
取
げ
ら
れ
し
号
、
次
で
之
を
俳
職
し
、
七
十

二
年
一
帯
(
日
)
を
著
し
て
べ
候
補
承
諾
、
議
員
俳
臓
の
理
由
を
説
明
し
た
lv

り
。
乙
の
舎
は
四
日
阪
に
於

て
、
中
央
殺
の
代
表
せ
る
二
大
主
義
は
、
深
く
濁
滋
の
闘
機
思
想
歴
史
じ
そ
の
様
底
を
有
せ
る
政

r . .がf:‘

4 、."一‘"'.
‘ー‘:..，

-・‘・ ・，. . 
‘l 

一 一

治
上
の
袈
議
な

tυ
、
そ
の
第
一
は
凶
家
と
一
公
民
的
枇
舎
と
の
岡
県
の
基
礎
を
殺
せ
る
が
も
の
は
宗
教

滋
.
徳
玉
議
忍
F

り
と
の
主
義
な
1

り
、
そ
の
第
ニ
は
濁
逃
帝
閣
の
憲
法
は
立
法
上
行
政
上
谷
繍
邦
に

粥
立
を
胤
ハ
ヘ
之
を
し
て
有
力
な
る
常
悶
の
威
械
と
相
調
和
せ
し
め
ま
る
可
わ
ら
?
と
の
主
義

な

b
と
賜
破
し
、
決
で
第
一
の
主
義
は
閣
内
訴
の
利
用
誘
費
用
読
に
反
封
ず
る
者
な
J

り
と
対
h
u
i
第

二
の
主
義
に
就
'
せ
て
は
式
働
問
流
の
中
央
集
擢
制
に
反
封
ず
る
も
の
な
る
を
識
を
、
中
央
集
機

的
自
由
制
皮
は
仰
れ
の
邦
山
本
に
於
て
毛
之
を
行
び
，
得
可
く
、
決
し
て
濁
逸
の
特
色

--R
る
を
得
・
ボ
，
r

tf-

断
、
己
、
所
一
制
附
濁
逃
自
由
主
義
の
代
表
者
は
稲
木
人
な
る
に
、
獅
一
逸
民
放
は
今
や
之
じ
就
を
て
濁

喝さLT

J 
〆・

. 

逸
の
閥
慨
を
聴
か
ん
と
す
る
わ
と
嘆
念
、
中
央
熊
の
主
義
に
よ
よ
ツ
て
成
立
せ
る
の
政
鶏
な
る

t

宗
滋
自
由
を
主
張
す
る

6
の
に
し
て
敢
て
替
数
の
翁
に
私
利
を
図
る
の
議
波
じ
あ
ら
か
』
る
ζ

47 

之
を
締

b
、
最
後
じ
余
の
候
補
に
立
も
し
は
間
十
八
年
の
如
く
窓
格
制
定
の
大
問
題
仁
血
ハ
ち
ん

と
欲
せ
し
が
斜
な
る
も
今
ゃ
ん
の
革
、
な
し
、
余
は
倣
凶
械
、
猶
太
的
自
由
主
義
を
斥
け
て
基
根
回
数

主
義
応
募
を
く
政
機
ま
定
め
ん
F

乙
欲
せ
し
が
自
由
主
義
は
諸
々
阪
庖
せ
f

り
。
坑
口
入
拡
表
国
似

闘
に
勝
も
大
れ
ど
例
闘
の
革
命
、
主
義
以
賀
川
い
若
人
を
制
服
せ
J

り
ど
れ
余
の
議
員
を
併
す
る
所

以
な
ウ
と
断
言
せ
ん
〆

O

一
乙
の
設
は
-
一
夜
行
の
年
に
於
〈
総
も
に
し
て
一
一
一
一
皮
そ
の
版
を
誕
め
大
I

り。

・
鏑
逸
中
央
銭
の
必
労
働
・
者
保
議
運
動
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七
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に
て
は
グ

n

i
ネ
ペ

ル
と
，
山
中
山
て
議
動
会
く
表
ろ
ヘ
し

6
1
Z
 ~ 
-~ 

ン
に
あ
F

り
て
は
之
に
反
し
て
同

b
総
選
濯
に
ス
一
ア

~ 

ツ

ヱ
ル
決
選
投
票
ド
於
て
は
公

設
に
於
て
か
中
央
紫
哲
遂
に
所
前
基
督
枇
合
主
義
の
要
求
を
容
る
h
B

乙

と
と
な
ん

'ttり
、
市
し
て

λ

テ
ッ
ヅ
ヱ
ル
は
以
後
の
総
選
泉
に
於
て
は
議
敬
徒
会
部
の
膝
援
を

得
(
i
)
八
十
レ
七
年
に
は
反
鈎
の
候
補
者
と
し
て
・
立
て
る
小
グ
ル

y

プ
を

3
ヘ
破

b
t
b
念。

抜
け
し
が
翁
な
1

り。
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2
1
8日
山
岳
ふ
O
N
一

毎

回

答

足

忙

〕

八

七

九

年

の

皆

時

繍

泌

氏

存

せ

る

藤

滋

彼

の

枇

曾

‘

改

強

的

関

援

に

付

て

認

T
J
m
m
B
M少
、
今
参
考
と

L
て
滋
に
一
抄
出
せ
ん
校
、
第
〕
に
認
す
可
告
は
三
♂
片
足

m
L
1
H
H拘
ご
ハ
お
お

1
2〉
の
}

大
八
}

側
側
滋
中
山
穴
熊
の
第
働
者
保
護
運
動



s
t
F
4
、.
6
、
t

1
 

-
一
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一
一
主
主
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内
側
逸
中
央
熊
の
鯵
働
者
保
議
運
動

t

、

4

、

5~ 

六
八
一
一

凡

四

六

年

以

来

各

地

に

設

立

せ

る

搬

入

隊

問

に

し

て

と

の

数

回

百

一

一

寸

曾

日

刊

の

数

一

一

一

一

潟

五

千

五

百

人

民

上

れ

り

o

え

が

本

部

を

キ

ヨ

ル

v
p
h

泣

き

、

講

演

議

書

等

を

以

て

曾

員

の

凶

抑

制

上

の

修

箆

に

資

せ

ん

と

L
、
ウ
ん
が
後
備
と

L
℃

従

弟

組

合

を

設

け

、

曾

島

民

の

樹

立

を

得

た

る

告

の

は

究

開

制

方

組

合

を

設

け

た

り

。

国

J
Z
L
-
P
H
S
L
o
g
o
吋
は
ツ
ん
に
倣
リ
て

八

六

O
年
内
ソ

γ

地
方

比

総

多

の
農
民
間
附

.3'. 

'人

ト

ァ

ア

1

レ

胞

を

起

L
二

八

七

ν
州

民

民

同

盟

を

組

織

し

曾

員

一

年

に

は

之

を

A
片岡

L
て
凸
ソ
ヱ

7

ア

レ

.人

高

胆J

新

設

伎

を

自

牧

終

L
た

り

、

以

上

の

組

合

は

何

れ

自

殺

千

人

を

有

せ

り
、
担

L
ζ

の

悶

砲

は

政

治

を

議

す

V

設
問
良
民
制
ー
悶

る

を

件

、

ず

と

規

定

せ

は

吋
円
〕
百
J
1

・
同

g
gご
竺

日

る

が

よ

ハ

十

八

年

を

以

て

起

れ

る

バ

の
十
T
一

階

に

係

り

曾

員

八

九

千

を

政

へ

全

然

政

計

た

り

、

仰

し

絡

風

保

険

の

日

広

レ

l

p

イ

，~ 

)y 

的

を

g
有

f
セ

ν
等

vh

普

段

民

間

盟

る

に

飽

れ

る

術

議

栽

培

者

同

盟

冶

り

、

女

ヱ

同

問

は

出

。

岡

市

釘

を

令

せ

て

と

の

数

十

六

、

同

0
4
…N

に

牧

師

H
L
2
8
の

設

立

せ

る

母

の

ζ

れ

な

り

。

七

十

七

ζ

の

他

ナ

ツ

サ

ウ

、

上

u
y

ν
西

ア

せ
り
。

~ 

日

ーオf

巾
リ
、

.4

、L
'
T

、d
h

・

I
Jノ
炉

h
f
f
J

の
最
場
・
古
き
は

Y
-
グ

ラ

ー

ド

J、t

!/ 

'" 

J、

年

テ

イ

ν
州

地

方

に

組

織

3
れ

た

る

閥

民

銀

減

同

聞

は

右

産

者

の

閥

憾

に

し

て

曾
員
一
一
一
千
‘
保
険

貯

禁

容

の

と

と

に

常

り

週

報

を

続

行

せ

り

。

ハデ〉

U
M
O
C
R凶作
H1HHHHH'吋
H1m砕
け

y
u
p
ロ
・
向
島
0
5
0
3
2
H
H
U
R
g己
ら
HH
同氏。〕伝宮川町
0・

〈

σ‘
〉

出

ZEHγ
∞・

ω
u
l怠・

ハ0
・u

H
X
母
子
宮
忌

g
岳
山
0
5
同氏。
3
4
0
p
∞0
0

∞・凶
ωO

H
H
V
 

ハ印・〉

り
円
。
吋
MH25H守
口
山
岡
ロ
ロ
コ
す
の
t
o
E
判。
r
r
y
出口
?
4
3
K
5
1
5
5
M
V
M
5
・
手
。
同
吋
E
g
g
-
m
4
mベ

ペ
0

・・)

H
X
c
g
o広

g
凡凶器
ovl
含
日
間
口
目
。
m
o
d
-
6
H∞∞
ω
m
r
H
Oか
i
H
H
N・

Lr
・
d
H
B
H
C
m
o
m
o
N
門的円四
OH協
同
日
円
九
日

om
円四
O忌
在
日
の
HHM同
o
p込山
O
M
2
5
A
・
内
定
d
E
R
E
-担

l
p
z
g
c
y
o
H
・∞
-
u
r
守的・

ω
・
向
。
涼
-
m
-
M
N
・u

ハ同・
υ

ハ
m-v
h
・
4
4
c
R
O
H
H
i
r円
g
m
g
2
0
]百件
N

S
品
の
の
且

2
日
'
∞
'
H
G

ハ
σ
・〉

k
r
H
d
g
?
?
C
・
m
・-色
l
如
0
・

‘e、・ー・ ・
.‘ ・・' ・ 1・ト.・

‘， 
。

ハゲ〉

g
o
n含

m
・
m
O
l
E
・

(
鴎
)

一
八
七
四
年
に
以
内
ソ
イ
ン
ト
ホ
)v 

ス
ト
は
議
略
上
舵
命
日
政
策
を
中
央
鴬
の
欧
州
側
中
じ
掲
?

る
乙
と
に
‘
民
濁
せ
し
が
、
必
十
六
年
の
秋

k
以
つ

て
徐
に
せ
る
羽
越
患
の
中
央
設
機
究
に
は
、
之

仁
山
一
一
口
及
し
、
次
で

y
w
J
セ
ン

に
於
け
る
基
督
教
社
曾
主
義
の
勝
利
は
、
議
に
中
央
熊
の
幹
部
を
動
か

ア
(
聖
母
の
夫
)
の

日
を
以

て
伯
鈴

し
レ
七
十
お
年
三
月
十
九
日
持
働
者
の
本
零
北
る
雲
師
ヨ

~t" 

の
名
を
以
て
傍
働
者
保
護
の
動
議
を
議
舎
に
提
出
し
、
同
二
十
三
日
が
レ
!
シ
伯
は

〈

の
h
L
O
口

之

が

説

明

を

試

み
'
t
b
o

乙
れ
貨
に
樹
他
政
紫
の
砂
日
f
L

誠
み
中
d
b
し
践
に
し
て
、
中
央
殺
の
動

議

一

皮

拠

出

せ

ら

る
h
B

や
阿
二
十
問
日
間
民
自
由
殺
の
リ
ッ
カ
ー
ト
壮
一
ず
は
徒
弟
問
題
仲
裁
制

度
採
用
に
闘
し
〈
決
議
案
を
提
総
し
、
社
合
民
主
殺
は
漸
く
凶
月
十
一
日
に
琵

b
て

動

議

を

提

出
じ
、
r
b
o
食
時
枇
合
総
員
拡
健
仁
十
二
人
仁
過
ぎ
歩
、
両
し
て
動
議
抗
出
に
は
、
賛
成
し
者
中
五

、
渦
泳
中
山
穴
熊
の
鈴
働
者
保
護
運
動
・

55 

ムハ八
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間
側
海
中
日
山
穴
熊
の
紗
働
者
保
護
運
動
，

人
を
一
袋
、
ず
る
の
規
定
な
2
9
心
を
以
て
町
中
央
燥
の
-
プ
イ
へ

y
λ

パ
ー
が

l

等
の
助
カ
を
体
〈
初

め
て
乙
の
動
議
拠
出
の
惑
に
お
ふ
れ
る
な

6
0

中
央
u試
の
提
案
、
弘
主
と
し
て
一
八
六
九
年
の
総

業
取
締
税
則
を
修
一
止
せ
ん
と
す
る
容
の
に
し
て
、
日
限
の
休
設
を
規
定
し
-
徒
弟
に
測
す
る
の
関

係
を
定
め
、
工
場
仁
規
則
を
設
け
て
十
凶
歳
以
下
の
少
年
の
労
働
を
禁

b
、
締
女
の
紙
切
働
を
制
限

之
が
討
議
以
凶
バ
¥

六
八
凶

一‘・

ナ
，
る
容
の
問
題
に
就
き
調
査
委
員
を
説
法
せ
ん
L
」
を
姥
議
せ
ん
と
せ
よ
り
。

十
六
日
よ

b
十
八
日
ま
，
で
一
一
一
日
間
に
一
旦
F

り
て
行
は
れ
、
リ
ッ
ヵ
!
ト
等
以
中
央
ω般
の
壮
易
相
慨
は

阪
府
切
な

b
と
て
、
五
日
人
以
近
世
思
惣
の
産
品
、
花
る
を
以
っ
て
得
訟
な
ι
り
と
な
す
も
の
な
』
り
と
論

b
、
叉
蛍
時
パ

l

ペ
ル
は
問
。
一
山
間
百
二

a
E
5
3山
内
町
内
宗
教
は
私
事
に
尉
す
と
揚
ム
一
一
日
せ

b
。

案

は

他

の
務
案
と
共
に
ニ
十
一
人
の
委
員
に
附
託
せ
ら
れ
し
が
、
中
央
誌
の
主
張
は
委
民
舎
に
於
〈
以

. ， 

"タ

、
5
2
j
e
L
:
:

:
j
i
!
i
p
 

保
守
減
の
賛
成
ゐ
I

り
し
の
み
に
て
、
七
に
謝
す
る
十
二
の
多
数
を
以
て
否
決
せ
ら
れ
北
・
0
(
d
w

y

シ
チ
ェ
ス
タ
!
主
義
の
な
ほ
能
く
溺
治
政
治
家
の
思
想
を
文
即
し
俳
文

-b
し
か
削
除
に
於
て

と
の
結
果
を
凡
し
は
議
し
怪
h
u

乙
と
を
須
ゐ
古
る
品
。

枇
合
民
主
総
の
提
案
は
後
薬
取
締
規
則
の
)
部
修
正
案
・
に
し
て
、
グ
ル
マ
コ
ア
ば
岱
時
(
わ
)
之

を
許
し
て
、
「
一
社
命
旧
民
主
紫
帝
閣
議
舎
代
議
士
の
枇
合
民
主
ー
終
的
な
ら
ぬ
提
案
な
ら
し
と
呼
べ

b
o
a

一一

-

a

y
一
↑
山

1
2叶

R
日

露
国
間
艶
笛
巌

E
Fバパ
47

甑
骨

ス
ト
は
議
舎
に
於
て
(
凶
月
十
八
日
)
滑
関
縫
舎
に
一
一
…
十
人
の
枇
合
紫
誌
を
出
す

は
敢
て
恐
る
-h

乙
と
を
妥
せ
ホ
J

、
否
却
て
有
誌
な
t

り
、
蒸
し
一
枇
合
紫

Mm
仁
し
て
…
公
微
に
於
て
そ
の

t

ウ
イ

シ
ト
、
ホ
ル

意
見
を
後
表
せ
や
/
し
て
議
舎
に
そ
の
士
山
援
を
挽
起
せ
ん
わ
、
勢
び
共
織
的
と
な
ち
な
る
を
得
ヂ

随
て
之
と
商
議
す
る
を

mw
可
し
と
一
五
へ
る
政
友
マ
リ
ン
グ
甘
!
ト
の
ふ
口
"
を
援
を
〈
枇
曾
民
主

鴬
は
具
慨
的
に
な
れ

b
と
て
之
を
喜
伏
文
J

り。

一
枇
合
鍵
の
提
案
は
端
一
郎
の
工
場
訟
を
模
範
と

せ
る
唱
の
な
よ
り
し
唱
抑
制
一
泊
泌
に
持
働
時
間
十

一
時
間
ー
し
み
み
を
十
時
間
と
し
、
道
弘
夜
業
を
然

止
せ
な
る
を
殆
ん
ど
い
然
性
ん
と
し
北
る
等
、
勿
論
政
義
せ
る
所
な
を
に
あ
ら
ぎ
l

り
を
。

而
N

刀
そ

の
山
崎
弘
道
義
の
戚
念
を
根
抵
と
せ
か
」
る
は
乙
れ
よ
f

り
先
ペ
!
ペ

合
主
義
と
題
ず
る
獅
子
を
緩
行
し
、
我
彼
の
相
一
府
立
し
難
さ
唱
の
な
る
乙
と
は
水
火
の
如
し
と

レ

ず

ま

百

二

ぐ

ナ

息

子

A
Eこ
法

カ
H
M
H

ペイ
b
y
v
j
v
l
ヨ

J
1
該

qIch--

断
言
せ
る
に
附
加
し
て
之
を
知
t

り
得
可
し
。

師
し
て
ペ
!
べ

ル
は
議
舎
の
討
議
に
於
て
紘
提
案

57 

は
鉱
山
紳
論
的
唯
物
論
的
人
滋
主
義
の
見
地
に
基
く
悲
の
に
し
て
、
基
替
激
道
徳
の
ふ
・
忠
義
に
よ
よ
ツ

て
士
山
一
張
せ
ら
る

h

が
も
の
と
は
み

J

V

く
相
呉
れ
F

り
と
設
け
よ
り
、
そ
の
世
界
観
に
従
'
ヘ
、
ば
入
額
以
湾
海

の
議
反
を
怒
げ
北
る
効
物
、
文
る
に
過
ぎ
ぎ
る
な
y
り
。
等
し
く
儲
業
淑
締
規
則
改
正
を
主
張
せ

1

り
と
縦
"
も
そ
の
中
央
紫
と
見
地
を
回
践
に
せ
る
や
者
協
佐
官
な
ら
な
る
な
よ
リ
。

組
問
逃
中
山
穴
熊
の
傍
働
者
保
銘
運
動

裂
す
る
仁
偽
札
合

六
八
五
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溺
泌
巾
央
料
品
の
鯵
働
者
保
護
法
紛

殺
が
本
家
宮
提
出
し
花
み
は
徒
ら
に
思
想
に
の
み
趨
ゐ
時
は
永
く
人
必
乞
繋
?
能
は
ん
ぶ
し
る
が

翁
仁
し
て
!
奨
に
案
の
遜
池
宮
欲
し
た
る
に
み
ら
歩
、
夜
脇
山
波
た
る
中
央
総
攻
鍛
・
の
式
器
と
し

王
一
ア
イ

Y

地
方
熊
勢
擁
張
工
之
を
続
出
す
る
の
必
要
を
認
め
た
る
に
滋
ぎ
安
と
評
す
る
が
も
の

ヨ
へ
あ

b
を
(
C
)
。

仁崎、r
、‘、

J
ノ
・
ノ
J
ノ

聯
邦
政
府
は
一
八
七
八
年
二
月
二
十
三
日
銭
業
‘
取
締
規
則
修

E
絵
案
並
に
縫
業
裁
剣
所
に

闘
す
る
法
案
を
提
出
し
允
る
が
、
之
を
評
し
て
、
中
央
滋
の
州
労
働
者
保
談
法
制
定
請
求
に
封
ず
る

第
一
同
定
期
挑
込
な

b
と
一
五
へ
る
も
の
へ
d
)
あ

b
を
。
師
宅
レ
心
十
八
年
は
極
め
て
多
事
の
年
仁

し
て
、
自
由
主
義
者
仁
濁
す
る
ピ
ス
マ

i

グ
の
態
度
ほ
漸
〈
一
縫
せ
ん
と
し
、
H
A

枇
合
総
終
盤
絡

は
提
出
せ
ら
・
れ
文
人
ソ
。
同
件
以
に
鈎
し
て
は
中
央
議
は
終
始
反
鈎
の
態
度
に
出
で
し
が
、
ピ
ス
マ

!
グ
は
保
護
貿
易
主
義
官
施
の
必
婆
よ
'
久
滋
仁
中
央
設
と
提
携
し
て
、
数
合
政
策
上
之
仁
譲
歩

す
る
所
あ
る
に
一
室
れ

bo
而
し
て
壮
合
改
革
労
働
政
策
に
於
て
は
ど

λ

マ
!
グ
は
主
と
し
て

J
Vリ
り

保
険
格
制
定
に
霊
ぎ
を
置
を
し
に
、
中
央
設
は
之
に
術
足
せ
安
常
仁
労
働
者
保
護
の
必
要
を
唱

へ
て
止
ま
か
」
I

り
を
。
か
く
て
…
八
八
一
年
十
二
月
十
一
日
中
日
肖
〈
見
忠
良
品
は
中
央
総
古
代
表

し
て
政
府
に
質
問
を
提
起
し
、
工
場
誌
を
修
一
止
し
て
は
限
休
業
を
願
行
し
、
婦
女
幼
年
以
刊
の
稼
働

じ
・
閥
じ
瓦
仁
保
識
の
綴
闘
を
廃
く
す
る
の
計
議
ゐ
よ
り
や
否
や
と
質
し
-
同
・
年
の
勅
認
を
前
挽
と

し
て
労
働
者
の
健
康
道
徳
並
に
甘
判
決
放
の
紳
墜
を
保
護
せ
ん
と
止
を
要
求
.
せ
1
9
0

年
・
の
総
選
壌
に
は
自
由
主
義
者
大
数
せ
る
に
反
し
て
中
央
潟
は
議
舎
に
於
て
J

初
め
て
殺
前
の

4

1

、ー、
U
4

h

J

Y

，
/
 

機
を
有
す
る
仁
一
今
一

b
、
枇
合
問
題
瓦
付
て
は
就
中
新
代
議
士
ヒ
ッ
グ
ヱ
を
得
て
、
総
議
仁
宣
告
を

加
ふ
る
乙
と
と
在
れ

b(C)。

'‘ 
』 . . 

設
に
於
て
か
同
年
十
一
月
二
十
日
議
曾
関
合
的
日
中
央
殺
は
滋
に
親
わ
ら
労
働
保
訟
法
減

案
を
議
舎
に
抗
出
し
た
I

り。

抗
出
者
は
男
爵
ヘ
ル
ト
リ

Y

グ
男
爵
ジ
ヨ
!
レ
マ
!
拾
に
?
-
F
Z

げ
今
に
し
て
建
議
案
の
誕
鮎
は
日
限
祭
日
の
労
働
金
禁

b
、
工
場
仁
於
け
る
幼
年
者
婦
女
の
労
働

を
制
限
し
、
敢
に
・
成
年
男
児
の
持
働
議
長
時
間
を
規
定
す
る
の
法
案
を
議
舎
に
続
出
せ
ん
乙
I
C

を
要
求
す
る
に
あ
1
9
0

一
月
十
二
日
保
守
殺
は
幼
年
者
並
に
・
既
婚
婚
女
の
労
働
に
闘
し
‘
〈
絵
案
を
抗
出
し
、
そ
の
他
州

次
で
常
岡
崎
県
は
十
二
月
十
日
婦
人
の
持
働
時
聞
に
闘
し
、
翌
八
十
一
九
年

十
三
日
間
関
氏
自
由
ぬ
燃
は
中
央
総
菜
に
訴
す
る
修
正
案
を
同
二
十
九
日
枇
合
民
主
総
が
も
亦
同
一

積
の
法
案
を
拠
出
し
允

b
。

m刀傍一へ

ル
ト
リ
ン
グ
は
一
月
十
凶
日
議
案
提
出
の
迎
，
闘
を
説
明

々
少
少
ヱ
は
十
六
日
に
率
一
F
D
て
践
女
波

、，
!句

.活9

せ
し
に
ど
ス
マ

l

グ
は
翌
日
反
針
演
説
を
翁
せ

b
J

滴
泳
中
央
黙
の
拶
働
者
保
護
運
動
.

穴
八
七
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e叫.〆、

獄

逸

中

失

策

の

拶

働

者

保

護

泌

動

-
M

、r
、r、、

μ
〆
，
ノ
，
ノ

60・

設
を
試
み
、
我
紫
は
ヱ
場
訟
の
問
題
を
以
て
保
険
法
の
問
題
ょ
ん
/
活
重
要
な

b
と
認
む
る
宅
而

帯
保
険
絵
の
提
出

3
る
V
t
や
之
が
通
過
に
悲
涼
し
、
な
よ
り
と
て
、
ピ
ス

γ

i

グ
が
数
略
式
々
の
玄

を
放
て
中
央
熊
に
誠
意
な
し
と
政
挫
し
た
る
に
劉
し
一
矢

k
酬
い
允
ん
'o

同
日
枇
合
践
の
〉
ロ
日
吋

は
日
限
傍
働
を
評
し
て
宗
数
政
草
は
め
制
批
怖
の
椴
勢
を
揺
れ
る
一
位
合
階
級
の
潟
仁
一
緑
川
狩
働
カ

を
利
用
す
る
の
目
的
を
以
て
充
分
に
賀
行
せ
ら
れ
柁
ウ
と
一
五
ヘ
'
h
J
O

て
二
十
八
名
の
委
員
に
附
託
せ
ら
れ
、
十
日
の
後
(
二
十
六
日
)
中
央
紫
は
瓦
仁
白
か
ら
泌
楽
を
之

.
案
以
一
月
十
右
目
を
以

一九一、 a 弓也、
ー. . 

仁
提
出
し

-tbo

と
れ
ど
ス
マ
ー
ト
グ
、
が
義
仁
そ
の
成
出
来
な
を
を
政
挫
し
大
る
が
斜
め
な
F
O
'
O

械
も
叫
協
案
以
来
決
の
俸
に
て
曾
期
を
結
了
し
北
b
o
(
r
I
)

一
八
八
五
年
ず

月
十
九
日
よ

b
始
ま
れ
る
次
の
舎
伽
測
に
於
℃
も
中

i

山
火
殺
と
、
枇
合
民
主
総

お
お
ふ
ト
ト
-
M
C
h
h
骨

fq降、
、

と
は
各
々
前
合
期
と
同
一
の
法
案
を
提
出
し
大
1

り。

十
二
月
一
二
日
大
機
論
ぞ
試
み
し
際
、
リ
}

バ
ー
は
演
説
し
て
日
仁
川
労
働
者
保
護
の
法
律
を
制
定
せ
安
ん
ば
叉
枇
合
改
革
を
談
ヂ
る
を
符

?

ρ

O

 

喝
J

よ」

委
員
舎
に
於
て

工
場
監
督
官
を
増
加
す
る

乙
と
、
持
働
裁
列
仁
倒
し
て
法
案
を
抗
出
す

る
の
雨
紡
を
政
府
に
建
議
す
る
乙
と
仁
決
し
本
命
日
議
亦
之
を
容
れ

k
'
hノ。

日
-
し
皮
ま
鈴
R
P
Z

h
川

ド

/

イ

t
h
v
H
H
q
A寸

y
u
v

之
を
容
れ
歩
、
悲
は
九
十
年
ま
で
成
案
枕
稿
せ
も
c

l

り
合
。

そ
の
後
八
十
七
年
に
は
日
限
労
働
禁

米

n
決
叫
に
I

り。

止
、
八
十
八
年
に
は
幼
年
者
婦
人
及
川
労
働
制
限
に
闘
し
絵
系
議
命
防
止
滋
滋
い
に
し
N
U

聯
邦
院
は
之
を

!
、
グ
の
般
民
政
策
中
山
好
、
.
ま
才
ん
っ
し
中
央
殺
は
八
十
凶
年
以
来
漸
く
政
府

ピ
ス
マ

Gl 

業
取
締
規
則
改
五
案
と
題
じ
一
般
合
結
以
外
に
於
て
本
案
仁
反
識
せ
し
は
カ
ー
ド

湖
滋
中
央
減
の

m労
働
者
保
磯
山
鳩
動
、

政

府
Jレ，の

プ挽
等泉
ーは
』プ:'S先
~ tコ

2
・
端
的
州
し
、
八
十
七
年
そ
の
陸
軍
燐
強
出
来
の
一
台
決
聯
合
軍
・
に
投
ポ
る
に
蚕

b
て
、
議
舎
の
解
散
と

、
.一一 flo. • . 
、

.. 
'、 . 

を
侍
み
て
、
政
械
を
維
持
せ
し
仁
、

九
十
年
の
総
幾
胤
や
は
カ
}
テ
ル
の
敗
北
と
な
F

り
し
よ

-h、ど
λ

マ
!
グ
は
再
ぴ
ウ
イ

Y

ト
ホ
ル

な
ん
/
、
ピ
ス
マ

i

グ
は
保
守
、
情
閥
、
間
一
民
自
由
一
一
一
政
殺
の

同
m
H
U
ロ

ス
ト
と
お
乎
せ
ん
と
し
て
限
悩
せ
る
際
、
絵
に
新
品
川
の
逆
鱗
に
紛
れ
て
失
意
と
な
I

り
し
の
事
情

は
事
新
し
く
説
く
迄
aυ

な
し
。

而
し
て
カ

i

テ

ル
議
合
仁
多
数
を
制
せ
し
際
は
中
央
殺
は
傍

働
者
保
誌
に
努
め
し
宅
そ
の
効
な
が
1

り
し
が
、
九
十
年
五
月
六
日
新
議
舎
の
閥
合

3
ゐ
L
3

や
政

府
は
第
一
に
労
働
宥
保
説
法
を
提
出
し
な
t

り。

是
よ
F

り
先
ピ
ス
マ

1

グ
退
隠
さ
月
十
九
日
正

先
も
附
年
二
月
間
日
の
詔
勅
以
椋
働
者
保
識
を
約
し
、
十
四
日
プ
P

イ
セ

次
で
一
一
一
月
十
五
日
よ
r
り
こ

υ

十
九
日
洛

ン
参
議
院
合
議
を
開

く
や
レ
し

ヅ

y

x
は
専
問
家
と
し
て
之
に
参
列
し
な

-ho

高
問
労
働
者
保
談
合
訟
を
伯
林
に
開
ぬ
ぐ
、
し
際
、
プ
レ
ス
テ
ウ
の
館
五
恐
爵
同

0
3
一
線
馬
治
主
廷
を

代
表
し
て
之
に
列
席
し
北
る
を
以
て
中
央
滋
は
大
に
之
仁
縞
足
し
党
l
ッ。-

4

、t
、tu

J
ノ

I'py

• 
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相

側

浴

中

央

総

の

峨

労

働

者

保

設

迷

信

制

ョ

六

九

O

V

ト
過
ぎ
中
C

』
り
し
が
討
議
制
限
霊
第
二
議
合
に
二
十
五
同
を
愛
ね
、
一
年
の
後
一
八
九
、
二
年
五
月
六

日
を
以
て
第
一
一
一
議
舎
を
了
I

り
移
一
年
四
月
一
日
よ

b
之
を
資
総
せ
ウ
。
そ
の
規
定
は
従
来
の
工

場
監
税
官
を
鶴
業
監
税
官
仁
改
め
、
日
限
の
休
業
を
命

b
皐
齢
児
童
の
工
場
使
用
を
禁
七
、
始
一
人

の
持
働
時
間
を
十
時
間
に
制
限
す
る
等
何
れ
弘
中
央
滋
年
来
の
主
艇
に
，
過
ぎ
念
ん
を
。
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ブ
リ

i

ト
リ
ヒ
ス
ル
!
況
に
退
隠
せ
る
ど

λ

マ
!
グ
は
一
八
九
五
年
一
一
一
月
を
以
て
誕
反
八

十
阿
の
蹴
典
を
康
行
し
北
I

り
。
め
凶
時
保
守
熊
出
身
の
帝
閣
議
命
討
議
長
綜
湖
、
わ
ら
'
動
殺
を
続
出

し
て
帝
閥
元
勲
に
濁
し
て
如
氏
表
を
婚
ち
ん
と
せ
し
に
、
中
・
央
常
綜
一
枇
曾
良
一
主
総
念
幾
熊
等
と
勝

令
し
て
之
を
不
日
決
し
-
議
長
の
憤
然
と
し
て
餅
職
ず
る
や
、
自
殺
ょ
'
b

後
任
者
を
出
し
、
爾
来
九
百

-‘ ‘ 

六
年
の
米
迄
、
常
じ
そ
の
椅
子
を
自
採
に
占
有
し
北

bo

乙
れ
決
し
て
無
意
味
の
現
象
に
あ
ち

歩
、
能
く
常
時
に
於
け
る
中
央
践
の
勢
力
を
表
示
せ
る
-
も
の
な
F

り
を
-
九
百
レ
七
年
一
月
、
ビ
ュ
!
"

!
抗
併
が
一
皮
自
由
保
守
諸
政
貫
録
の
聯
合
軍
プ
ロ
ッ
グ
を
卒
ね
て
中
央
常
征
討
を
目
的
と
し
て
、

総
縫
製
に
臨
む
や
、
ミ
シ
ス
タ
ー
大
事
教
授
寸

g
p
i
m
D可
の
如
を
は
小
冊
子
(
九
)
を
会
に
し
て
、

中
央
熊
の
閥
民
ー
主
義
務
政
縫
と
反
目
す
る
の
不
利
不
蛍
な
る
を
説
、
号
、
門
外
撲
を
し
て
中
央
獄

の
失
敗
、
を
謀
総
せ
し
め
，
し
も
開
哀
の
結
果
は
之
に
反
し
て
中
市
穴
熊
の
地
盤
は
却
て
敢
闘
な
加

ヘ
柁
る
の
淑
あ
J

り
を
。
乙
れ
そ
の
九
百
九
年
度
の
財
政
改
革
案
衛
問
議
舎
に
抗
出
せ
ら
る

h

に
際
し
容
易
仁
保
守
主
義
者
之
妥
協
し
て
、
政
敵
ビ
ュ
!
H
!
同
公
営
陥
い
れ
得
、
花
ゐ
所
以
に
し

て
、
初
議
政
界
仁
於
け
る
中
央
総
の
脱
届
は
貨
に
一
朝
一
夕
の
乙
と
に
あ
ら
診
る
な
ん
ノ
。
制
し

て
、
余
諜
が
本
筋
を
起
稿
し
北
る
般
意
は
、
此
中
央
燥
の
勢
力
の
悶
て
基
く
所
に
就
て
そ
の
一
織

を
説
明
し
、
調
逃
政
ト
界
の
事
情
を
探
究
せ
ん
と
す
る
に
止
A
T
し
ち
ゃ

J

、
一
丸
に
偽
に
班
由
の
存
ず
る
唱

‘'・“、
置、'.; ¥ 

， 

の
あ
ん
't

、，、，-
a
 

、p's
，、

個
人
主
義
、
白
山
中
抗
議
、
幹
家
主
義
に
反
艶
し
て
起
れ
る
浪
滋
主
義
が
郎
も
保
守
録
枇
合
終
に
・

封
ず
る
と
同

b
く
中
央
ぽ
に
潤
し
て
そ
の
根
本
払
郊
を
供
給
せ
る
乙
と
は
臼
阪
に
泌
ぺ
叱
る

納
品
ぬ
~
中
山
穴
熊
の
拶
働
者
保
談
巡
動

ム
ハ
九
}



j 

' 

. 

6.t 

摘
滋
中
央
銭
の
拶
働
者
保
護
法
動
一

が
如
し
。
之
監
以
て
反
動
主
義
な
与
と
一
お
ふ
宅
可
な
J

り
、
之
を
以
て
新
保
守
主
義
な
ん
よ
'
二
五
ふ

も
可
な

b
、
之
を
以
て
信
仰
主
義
な
』
り
と
云
ふ

6
可
な
F

り
、
之
宮
以
て
数
理
主
義
な
ん
'
と
一
五
ふ
号

4

、eu
J
ノ
J
ノ

可
な
f

り
、
之
を
以
て
帝
問
主
義
な
よ
り
と
一
五
ふ
宅
可
な
ι
り
之
を
以
て
悶
家
主
義
な
F
9
F
f
二
百
ふ
号
可

な
ん
〆
、
兎
仁
角
浪
汲
主
義
の
紡
思
却
が
前
世
籾
の
三
間
十
年
代
よ

b
欧
測
の
思
潮
を
左
右
す
る

に
去
れ
る
と
tr
・
は
読
む
可
わ
ら
歩
、
乙
の
新
思
想
の
夙
に
事
交
の
上
に
現
ほ
れ
ん
と
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